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特定非営利活動法人 こども支援・国際協力ｎｅｘｕｓ ｓｐａ．ｃｅ 

 
１ 事業の成果 
（１）設立初年度については、「フィリピン貧困層への人道的支援」を中心に、物資の回収・発送に加え、現地での炊き出しを目標に

していたが、炊き出しについては現地の場所の選定において問題があり、実施には至っていない。しかしながら、現地支援有志の支援

のもと、支援物資の発送は行うことができた。また居場所事業とフードパントリー事業については、当法人の知名度も重要のため、初

年度については広報活動に力を入れた。方法としては SNS の活用・広報誌の無料閲覧・ホームページの整備を実施した。 

（２）令和４年９月を目処に、埼玉県比企郡ときがわ町（予定）に従属拠点を設け、本拠点の東京都北区赤羽または埼玉県比企郡とき

がわ町（予定）にて、令和４年１１月に第１回こども食堂を実施する予定としていたが、新型コロナウイルス感染症の再拡大や町内の

学校閉鎖・施設等があり、１１月に実施することができなかった。しかしながら、ときがわ町役場福祉課様や生涯学習課様の協力もあ

り、令和 5 年３月２５日に第１回目のこども食堂「ときがわ K I Z U N A 食堂」を開催することができた。 

（３）令和５年度より児童養護施設退所者へのアフターサポート事業を開始できるよう、令和４年度中は埼玉県・東京都の児童養護施

設へのアンケートや訪問聞き取り調査を実施し、必要な情報を集めた。 

（その他の事業） 

（１）フィリピンをはじめ、オーストラリア・カナダ・ドバイ・マルタ・イギリスに対する留学情報、新型感染症による影響・対策の

調査を実施し、令和４年度後期より募集を開始する予定としていたが、新型コロナウイルス感染症再拡大の影響により、海外や国内で

の水際対策の影響で留学サービスの開始は時期尚早と判断をし、令和 5 年度前期より募集を開始することとした。 

 
２ 事業の実施に関する事項 
（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【 15 】千円） 
定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

英語教育を体験
できる、こども食
堂の運営（ 居場
所事業） 

・月に１回のこども食堂の運営 

・食堂内でオンライン英会話の
無料実施 

毎月１回 
埼 玉 県 比

企郡 
3 名 

主 に 実 施

場 所 対 象

学区内 

3,000 名 15 千円 

寄付でいただい
た物品・食品を無
料配布するフード
バンクの定期実
施（フードバンク
事業） 

・全国より物品、食品の寄付を
集め、地域貧困層家庭に配布
する。 

毎月１回 

東 京 都 北

区もしくは

埼 玉 県 比

企郡 

５名 

主 に 実 施

場 所 対 象

学区内 

3,000 名 0 千円 

児童養護施設退
所者の衣食住お
よび就職先のサ
ポート（退所者ア
フターサポート事
業） 

・児童養護施設の退所者の現
状と問題点をアンケートや聞き
込みにより調査し、次年度から
活動を行うための形づくりを行
う。 

通年 

埼玉県、東

京 都 を 中

心 に 関 東

圏内 

２名 

主 に 関 東

圏 内 の 施

設退所者 

10,000 名 0 千円 

   令和 4年度 事 業 報 告 書 
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フィリピンの貧困
層への人道的支
援（フィリピンチル
ドレン支援事業） 

・セブのボランティアチーム、現
地国際 NGO 団体と協力をし、
支援物資の発送と現地での炊
き出しを行う。 

通年 
フ ィ リ ピ ン

共和国内 
10 名 

現 地 貧 困

層の子ども 
2,000 名 0 千円 

上記事業を普及
させるための広報
活動 

・周辺住民や支援者様へ積極
的な広報を行う。 

通年 

埼玉県、東

京都を中心

に関東圏内 

５名 

主 に 実 施

場 所 対 象

学区内 

3,000 名 0 千円 

 
（２）その他の事業                    （事業費の総費用【  0  】千円） 
定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

英語留学の支援

事業 

・フィリピン、オーストラリア、カナダ、ドバイ、マルタ、イギリ

スのコロナによる留学状況を集め、提携語学学校の選定

を行う。 

・ブログや SNS を使用したプラットフォームづくりを行う。 

・当該事業を告知するために、S N S等を使用した広報活

動を積極的に行う。 

通年 全国 ２名 0 千円 

 



書式第１４号（法第２８条関係）

   令和４年度　活動計算書（その他事業がある場合）

（単位：円）

特定非営利活動に係る事業 その他事業

金　　額 小計・合計 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益

１　受取会費 7,120 0 7,120

正会員受取会費 0 0 0

賛助会員受取会費（月額会員様/@1,000*4名） 7,120 0 0

２　受取寄附金 10,000 0 10,000

受取寄附金 10,000 0 0 0

施設等受入評価益 0 0 0 0

３　受取助成金等 0 0 0

受取補助金 0 0

４　事業収益 0 0 0

なし 0 0

５　その他の収益 15,000 0 15,000

貸付金(岩渕) 15,000 0

経　常　収　益　計 32,120 0 32,120

【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費

（１）人件費 0 0 0

給料手当 0 0

役員報酬 0 0

退職給付費用 0 0

福利厚生費 0 0

（２）その他経費 15,684 0 15,684

会議費 0 0

ボランティア参加者交通費 3,077 0

こども食堂食材費用 10,210 0

こども食堂景品・文具費用 2,397 0

印刷製本費 0 0

0

事業費計 15,684 0 15,684

２　管理費

（１）人件費 0 0 0

役員報酬 0 0

給料手当 0 0

退職給付費用 0 0

福利厚生費 0 0

（２）その他経費 15,110 0 15,110

貸付金返金(岩渕/北國銀行) 15,000 0

銀行出金手数料 110 0

通信運搬費 0 0

地代家賃 0 0

旅費交通費 0 0

0

0

管理費計 15,110 0 15,110

経　常　費　用　計 30,794 0 30,794

当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】・・・① 1,326 0 1,326

【Ｃ】　経　常　外　収　益

固定資産売却益 0 0

過年度損益修正益 0 0

経　常　外　収　益　計 0 0 0

【Ｄ】　経　常　外　費　用

固定資産売却損 0 0

災害損失 0 0

過年度損益修正損 0 0

経　常　外　費　用　計 0 0 0

当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】・・・② 0 0 0 0 0

経　理　区　分　振　替　額　・・・③

税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②＋③・・・④ 1,326 0 1,326

法人税、住民税及び事業税　・・・⑤ 0

前期繰越正味財産額　・・・⑥ 0

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　④－⑤＋⑥ 1,326

合計科目

特定非営利活動法人こども支援・国際協力ｎｅｘｕｓ　ｓｐａ．ｃｅ

事 業 報 告 用



書式第１６号（法第２８条関係）

１． 重要な会計方針

　　

　 棚卸資産の評価基準及び評価方法

当項目に該当するものは発生しておりません。

　 固定資産の減価償却の方法

当項目に該当するものは発生しておりません。

　 引当金の計上基準

・ 退職給付引当金

当項目に該当するものは発生しておりません。

・ 　　　　引当金

当項目に該当するものは発生しておりません。

　 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

当項目に該当するものは発生しておりません。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

２． 事業別損益の状況

その他事業 （単位：円）

居場所事業
フードバンク

事業

退所者アフ

ター

フィリピン

支援事業
広報活動

英語留学の

支援事業
事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ　経常収益

受取会費 7,120 0 0 0 0 0 7,120 0 7,120

受取寄附金 10,000 0 0 0 0 0 10,000 0 10,000

受取助成金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他収益 0 0 0 0 0 0 0 15,000 15,000

経常収益計 17,120 0 0 0 0 0 17,120 15,000 32,120

Ⅱ　経常費用

人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

給料手当 0 0 0 0 0 0 0 0 0

役員報酬 0 0 0 0 0 0 0 0 0

退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

･･････････

人件費計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他経費

ボランティア参加者交通費 3,077 0 0 0 0 0 3,077 0 3,077

こども食堂食材費用 10,210 0 0 0 0 0 10,210 0 10,210

こども食堂景品・文具費用 2,397 0 0 0 0 0 2,397 0 2,397

銀行出金手数料 0 0 0 0 0 0 110 110

貸付金返金 0 0 0 0 0 0 0 15,000 15,000

その他経費計 15,684 0 0 0 0 0 15,684 15,110 30,794

経常費用計 15,684 0 0 0 0 0 15,684 15,110 30,794

当期経常増減額 1,436 0 0 0 0 0 1,436 -110 1,326

　　令和４年度　　計算書類の注記

（１）

（２）

（４）

 ３．

 ４．

 ５．

（２）

（１）

科目

（５）

（３）

特定非営利活動法人こども支援・国際協力ｎｅｘｕｓ　ｓｐａ．ｃｅ

計算書類の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年7月20日　2017年12月2日最終改正　ＮＰＯ法人会計

基準協議会）によっています。

 １．

 ２．

特定非営利活動に係る事業

事 業 報 告 用



３． 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

（単位：円）

内容 金額 算定方法

当項目に該当するものは発生しておりません。

４． 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等はございません。

当法人の正味財産は32,120円ですが、そのうち使途が制約された財産はありません。

（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

当項目に該当するものは発生しておりません。

合計

５． 固定資産の増減内訳

（単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬具 0 0 0 0 0 0

什器備品 0 0 0 0 0 0

･･････････

無形固定資産

･･････････

投資その他の資産

敷金 0 0 0 0 0 0

･･････････

合計 0 0 0 0 0 0

６． 借入金の増減内訳

（単位：円）

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

７． 役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

（単位：円）

計算書類に

計上された

金額

内、役員と

の取引

内、近親者

及び支配法

人との取引

（活動計算書）

貸付金(岩渕) 15,000 15,000 0

活動計算書計 15,000 15,000 0

（貸借対照表）

貸借対照表計

８．

　・　事業費と管理費の按分方法

　・　その他の事業に係る資産の状況

今年度はその他の事業に係る資産は発生致しませんでした。

各事業の経費および事業費と管理費に共通する経費のうち、貸付金返金・ボランティア交通費については従事割合に基づき、按分し

ています。

備考

科目

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

科目

科目

合計

なし

内容



書式第１５号（法第２８条関係）

   令和４年度　貸借対照表

（単位：円）

科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金 135,000 135,000

未収金 0 0

棚卸資産 0 0

流動資産合計　・・・① 135,000 135,000

２　固定資産

（１）有形固定資産

車両運搬具 0 0

什器備品 0 0

（２）無形固定資産

ソフトウェア 0 0

借地権 0 0

（３）投資その他の資産

敷金 0 0

長期貸付金 0 0

固定資産合計　・・・② 0 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 135,000 135,000

【Ｂ－１】　負　債　の　部 0 0

１　事業費流動負債

未払金 0 0

預り金 0 0

流動負債合計　・・・③ 0 0

２　固定負債

長期借入金 0 0

退職給付引当金 0 0

固定負債合計　・・・④ 0 0

負　債　合　計　③＋④ 0 0

【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 0 0

当期正味財産増減額 1,403 1,403

正　味　財　産　合　計 1,403 1,403

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 1,403 1,403

特定非営利活動法人こども支援・国際協力ｎｅｘｕｓ　ｓｐａ．ｃｅ　

事 業 報 告 用


